
アフガニスタン 

学校建設 

戦乱が終結し、数百万人もの子どもたちが学校に戻ってきました。しかし、学校に戻っても、子

どもたちが安心して過ごせる校舎がありません。仮校舎として木陰やテントでしのいでいます

が、時には気温 40 度を越える中での授業です。 

アフガニスタンでは、全国の学校約 11,000 校の内、約 45％に当たる 5,000 校で、校舎がまっ

たくないか、あるいは修復を必要としています。 

退避勧告地域において絶えず治安が不安定で予断を許さない中、ＳＶＡは、現地の州教育

局や地元の人々と協力しながら、時には守られながら、学校建設を行っています。 

 アフガニスタンの子どもたちに学びの場を提供する学校建設事業に皆様のご支援・ご協力を

お願いいたします。 

公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

０６０１ 

子どもたちに学びの場を！ 

2010年に完成したランディバサウル小学校。 

校舎完成後初の登校日、校舎に向かって駆け出す子どもたち。 
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【ご支援額】 

 建設費（校舎一棟６教室）約1000万円。資機材費などの建設関係

費ほか、事業管理費、校舎修繕及び管理に関する講習会費、安全

対策費の費用を含みます。（ご支援金額は、契約時の為替、資材費

等で変動いたします。ご理解の程、宜しくお願いします。） 

【事業の概要】 

 建設地選定にあたっては、州教育局が維持・管理する公立校で、校舎がない（または教室の絶対数が不足し

ている）など、優先順位が高い学校から建設します。 

 建設工事は、住民参加型で行います。地元の住民組織が学校委員会を設立し、学校委員会は、土地、労働者、

建築資材を提供し、資機材・スタッフの安全を確保します。 

 SVA独自の建設チームが、資機材の調達から設計、施工及び竣工まで責任を持ち、校舎完成後は州教育局

と地元の学校委員会に校舎を引き渡します。校舎引渡しの際に、住民の皆さんが校舎の維持・管理ができる

よう講習会を実施します。設計は教育省の建築基準にのっとり、耐震性の高い鉄筋コンクリート製です。 

 2003年の事業開始から2010年度までに合計26棟の校舎を建設致しました。 

建設前の授業風景(2009年2月） 

公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

 アフガニスタン  

  学校建設とは？ 

【2009年度建設・カイラアバッド小学校】 
 カイラアバッド村はナンガハール州都のジャラ

ラバード市から車で約30分のところにあります。

カイラアバッド小学校は、1995年に地域住民の

協力により、学校の為の土地が寄与され、外壁

が建設されましたが、校舎建設費用の目処が立

たず、子どもたちは、壁の内側の屋外で勉強をし

てきました。 

 しかし、2009年に6教室と図書室、校長室、職員

室の3室からなる新校舎が完成。快適な校舎で

勉強ができるようになりました。 

【お振込先】 

１）郵便振替 ＊郵便振替手数料が免除 

  郵便振替口座：00150-9-61724 

  口座名：公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

  ＊郵便振替用紙の備考欄に 

           「アフガニスタン・学校建設募金」とご記入ください 

 

２）銀行口座からのお振込の場合にはご一報ください 

建設地決定、事業計画書のご提案、覚

書の調印、支援金の入金、 

ご芳名（ロゴ）の確認 

建設開始 

建設終了、管理講習会実施、 

ご芳名プレートの設置 

竣工式の実施 

（現状では治安が悪いため現地に行けま

せん。ご了承ください） 

報告書のお届け 

建設後の校舎で授業(2009年12月） 

【ご入金をいただくと】 

【所得税及び法人税の優遇措置について】 

 当会は特定公益増進法人です。募金に

は、所得税及び法人税上の優遇措置が適

用されます。 
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